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｢読む｣ということ
短期大学助教授前城直子
を把握するという点では、合理的かつ効率的な読
薑法といえる。１１吉報過多の昨合では、速読の技術
も必要となろう。それは、時代の落とし子という
感すらある。
しかし、私がここで＝う「読む技法」とはこの
速読法を意味しない。書かれた内容をよく理解し
深い思考を重ね、これ'こ批判を加え、適正な判断
を導く「読み」の謂である。
「読む技法」ということでよく弓'さ合いに出され
るのが、アメリカの哲学者●アドラー,ＭＵの物
した『本の読み方』であり、同書はこの種の指南
書の決定版と巳されるものである。
彼はその中で、内容をより完壁に掴み取るだめ
の技法として、次の三点を挙げている。
＿分析的読み
＝総合的読み
三批判的読み
ごく簡単に説明を加えれば、「分析的読み」とは、
いかなるテーマを扱ったいかなる分野の著述で、
著者の主張は何であるか、各部を分析的'こ読み、
そ7,を、さら'こ全体との関連において、構造的に
どう展開されているかを考えなから｢総合的読み」
に発展継起させていく。しかし、これだけでは皮
相の見で、十分な読みかなされたとは＝い難い。
大切なのは、読む|則の主体的判断力で、＝かれだ
研究資料の収集・旙読を生業とする者に限らす、
人生を観照的・自律的にと志向する者|ことっては、
r読む｣という行為はおよそ切り離せない。
読書と人生についての知者・賢者の至＝は枚挙
にいとまかないが、国木田独歩の文学者の感性は、
｢読書を廃す。これ自殺なり｣とまで＝い放つ。I獺
'|胃の陥穿に繰り返しはまり込む私'ことって、これ
はまことに痛撃の－打である。
立場を超えて、自らが学ぶ姿勢を放棄した人の
姿は、やはり醜いものの－つに数えられてよい。
近年、ラジオ・テレビ・週刊誌等、視聴覚'|胄報
の氾濫によって、活字離れ現象を惹起しているこ
とも、指摘されてすでに久しい。
だが、自発的な学術の探究を不可欠の前提条件
とする大学教育の目的を以てすれば、自己の専門
領域のより深い理解と、思考力を鍛える意味にお
いても、幅広い良書の精読はけだし必須の要諦で
ある。
「読む」という作業にも、当然のことなから「読
む技法_,というものがある。そこで、合理的かつ
有効的な読書法が問題となる。
＝、三年前、某テレビで速読法の言lll練場面が放
映されだのを見たことがあった。まだ、速読術を
扱った手弓|書もいくつか出版されている。速読
の技術も頭の口転をよくし、大まかに素旱＜内容
しよういん８号(19851）１
室
開に応じてそれらを有効適切|こ援用し、強靭な思
考力|こよって、結果としては独創的な理論を樹立
した」と犀利な論断を下している。
上の一事は、天オ的な思想家と＝えども、自ら
が学ばずして無から有を引き出すものではなく、
むしろより多く、先覚の偉業の中に、分析的・総
合的・批判的綿密な読みを重ねて、これらを強靱
に咀閻しながら、自己の中に蓄積し、やがては稀
育な理論を開花させていったことの矧列と＝えよ
う。
幅広い良書の適正な「読み」は、むろん｢読み」
だけに終らない。それは豊かな思考力を培い、や
がては独創的なものを産み出す原動力ですらある
のだ。
「読む」という行為と、それに伴ってなされる深
い思索は、万人'ことって、自らの肉体に、崇高な
精神を迎え入れるだめの招魂儀礼、あるいは復活
儀礼とも言うべきものである。
なればこそ、凡人の読書放棄は、国木田の言に
見てきたよう|こ、げに自殺行為|こ等しいものと＝
えよう。
注：アドラーの著書については、澤田昭夫著『論文の書き
方』に好解説がなされている。稿者も、同書を参考し
た。
内容の当否についての｢批判的読み｣が行なわれて
こそ、＋全な読みが完了するものと言えよう。
ところで、日本を代表する思想家の－人として、
本居宣長を挙げるのにためらう人は少なかろうと
思われる。むろんその「＝固守観」など、会日で
は問題にならないものもあるが、多岐にわたる彼
の業績の中で特に有名なものは｢物のあはれ論｣と
｢神道論」であろう。ｒ物のあはれ論」は画期的な
文学論であり、そこからさらに、神道古道の研究
へとつき進んでいったのか「神道論」である。そ
してこの両論は宣長学を支える屋台骨であるため、
彼の独創的な理論と考えられがちであった。
最近出版されたｒ本居宣長集』(新潮日本古典集成）
の校注者・日野龍夫氏は、宣畏の理論の成立以前
|こすで|こ先fl1tEをなすものが見られると指摘する。
すなわち荻生但侠・堀景山・契沖その他を挙げ、
宣長の理論の論点をひとつひとつ解体して典拠を
示し、決して宣畏のオリジナリティによるもので
ないことをするどく引決して見せている。同氏は
宣畏か手がかりを掴むと｢綿密かつ徹底的な思索」
を重ね、やがては自説を練り上げていく過程を｢驚
嘆すべき旺盛な勉学欲|こよって読破した万巻の薑
(性路)から、自己の思索にすこしでも示唆を与え
てくれる議論は－つ残らずすくい上げ、論理の展
レファレンス蕊溌
『今昔物語集』巻24にある旧中兎事.をみたい
Ⅲ日帆の頂を弓|＜と、８２カ所に記載されていだ。
この索引の検索の|土方は､『合苣物語集」の第○巻
目の第○話の中に、その語句があるという指示法
であるから、該当の話の箇所を－通り読まねば、
その語句に行き当れないというもどかしさがある。
労力の少ない万ということで、Ⅲ兎いの関係箇所を
『今昔物語集』の巻24に当るが、見当たらす｡『会
苣物語集』は31巻もある大冊だから、当てずっぽ
うで探し出すことは不可能である。いつもの調子
で、伝家の宝刀であるツールに当る｡｢合苣物語集
ElT7語索弓|』(笠間書院）で､'兎帆の項を弓|＜と、
５カ所に該当箇所が見つかる｡Ⅲ月中帆の頂はない。
２しよういん８号(1985.1）
24にある゛月中
414頁に「含苣物語集』の説明として「きせ四月
中兎事」とあり、その下段に「巻五三獣行菩薩
道兎焼身語第十三Ｊという字句が見つかった。こ
れは、上段が『金＝類聚抄』を説明したものであ
り、下段は『合苣物語案』を説明したものである
から、質問者は、上段を『舍苣物語集』と取り違
えたものであろうと推定できた。そこで『金＝類
聚抄』に当る。この本は現在活字で見られるもの
としては、r続群書類従』|(同完成会)32輯下と『日
本教育文庫』(同文館）孝義篇下の２薑にしかない。
両薑を見るが、生|曽巻24は欠けていて見られなか
った。『日本古典文学大辞典』(岩波書店)に依ると、
この本は写本で合日残存しているものとしては、前
２薑に収載されている巻22.23のみであるという｡と
どの詰まり｢月中兎毫を知るには、不満はあっても
原拠を同じくする『合苣物語集』巻５に当るより
ほか、合となっては調べようがないのである。
（渡辺）
ざっと見るが出てこない。時間が干鈎の重みをも
つ世の中であるから、別途の方法を考える｡『日本
説話文学索引』(清文堂)でu兎帆の頂を弓|＜と｢我
身を焼さて帝釈の化せる老人に供養し、月中の兎
の形となる」と略記した説明が曰に入った。これ
がそうかも知れないと考えて指示を見ると、こ
の話は『合昔物語集』の巻５にある話で、岩jj皮版
の『日本古典文学大系』では22巻の365頁に相当
するという｡そこで本に当ると、巻５の第13話｢三
獣行菩薩道兎焼身語」であることがわかった。文
中に「月ノ中二兎ノ有ルト云ハ此ノ兎ノ形也」と
いう字句が見え、ほぼこれで間違いなかろうと思
われた。
さて、質問者はどうして『会苣物語集』巻24の
帆日中兎事帆と云ってきたのであろうか。これが明
らかにならないと、会の調査結果が正しいとは膣
＝でさない｡『会苣物語案論』(芸林舎）をみると、
ることにしよう。さあ、今度はどこだろう。あ在
によし奈良の都で会津八一が筆をとっている。目
を移すと芥Ⅱ|が独自の世界を描き出し、太宰も負
けじとペンを走らせているではないか。遙か彼方
で紫式部が源氏を語り、家持が優美な歌を詠んで
書庫の扉をあけると、幾つもの世界と出逢うこ
とのできることを知っている人が、果して何人い
るだろうか。
図＝館のカウンターでパスポートを受け、この
世界を少しのぞいてみよう。澪0音さに少々難はあ
るが、ひんやりとしだ静鉾鉾鉾騨馨騨鉾鉾騨騨霧騨騨鯵騨瀞騨霧鉾鉾鉾鉾鯵いる。
鷲雪壼という多重世界に:蕊耀；図書館は多重世界鱗……に〆
か｡本欄が迷路のようで鴬鷺だろうか｡図薑館という
ご篶鱒;文言鑿国驚雪(溌壼ある。信長がとそうそうたる面鉾鉾鯵鉾騨馨鉾鉾馨鉾鉾鯵鉾鉾鉾鉾騨鉾鉾鉾鉾鉾騨場所でもあるのだ。
々か刀をたてて挨拶をしている。戦国は嫌だとそしかし我が大学の図書館は悲しいかな狭い、暗
の場を離れると、ラザフオードガ窒素を発見したい、（蔵書が)少ないと苦しい三拍子。これでは楽
の、ノーベルがダイナマイトを発明したのと騒々しみも半減してしまう。大きな独立した図雪館と
しい文明科学の世界へ入ってしまった。豊富な蔵書を利用者としては望みたい。
与えられた時間が少ないので次の所へワープす
しよういん８号(1985.1）３
Ｌカウンター業務の苦心さんたん
１２Ｊ且⑰｡
図書館柏博之
及ぼさないことは当然である。全国の公共・大学等の図書館には、すばらしい
新図書館が建設されている。私にはうらやましい
限りである。中へ－歩踏み込むと、薑の髻さ、冬
の寒さ、梅雨時の湿気が全く感じられない。机と
椅子は人間工学の見地からみた木製の特注品etc
…と具体的|こ挙げたら、この原稿の枚数ではとう
てい足りない。このようなすばらしい環境の中で
利用者は、LearnとStudyへの没頭|こ要する時
間はものの数分もかからないであろうし、やがて
ふと覚えた疲労感もｌＵ地よいものに感じられるで
あろう。
さて、かようにすばらしい物的環境への夢想は
しばらく措くとして、いかに利用者を多くし、サ
ービスをｌＵ掛けていかねばならないか、このこと
を閲覧係の－人として、現場の目から見た問い左
体験した事柄を、簡単ではあるが=、三愚考を述
べたいと思う。
Ｆ
Ｌ ）２.愚かな経験を生かして
種々雑多な仕事の上に出納とレファレンスがあ
り、これらをこなすには、ある程度の器用さをIul
要とするだろう。早速私事で恐縮だが、学生時代
机で物書きをしていた時のことである。おまけ|こ
ラジオ（音楽）を聴いて、ＴＶも時々見ていた。
そこへ友達が来てよん所ない話をしだ。やがて友
達がいわく「面白いなあ。オレと話をしながら良
く物を薑けるな、ＴＶも時々見てラジオも聴いて
んだろ？」帰った直後|こ思ったものだ。□ワなも
のを書いていない。話は何危つけ、ラジオの音楽
は、ＴＶは確か…。結局何一つとして消化してい
なかったのである。この愚行を時々思い出し、仕
事の一つ一つに神経を集中し、ことにレファレン
スにはこのようなことのないよう留意している。
I’ ） ）ｒＬ1．カウンターの仕事について ３.視線の問題
閲覧室には、－部の図書が開架方式となってい
るだめ、一般図書と参考図薑が置いてある。利用
者はこれらの資料|ごあたるために、カウンター|こ
用事がないときでも多くて５人が着席しているカ
ウンターの前を通過しなければならない。恐らく
は、関門にも似疋感を抱いているだろう。私のよ
うに存在感の薄い（他称）Ｉ系員の前を通るときは
利用者もいささかの抵抗もないかも知れない。し
かし、時としてアラ肖Uり的と思われる学生とも接
触しなくてはならないので、バラエティーに=ん
だメンバーを閂覧に配している。ここで係員を紹
介しよう。１．話上手と笑い上戸のとってもすて
現在のところ、５人のメンバーで運営しており、
ほぼ全員が出納、レファレンスに携わる。もちろ
んこの仕事以外のときは、手ぶらでボケッとして
いるのではない。何らかの業務を行なう。ところ
で閲覧係には、－つの仕事|こ専念出来ないという
特''１生がある。いつ貸出しの申込みがあり、レファ
レンスが飛び込んでくるかわからないからであるｃ
そして出納、レファレンスを最優先にしているの
で、この仕事|こ当っている0寺は他の仕事|こタッチ
しない。仕事が行き詰っている時のレファレンス
等は気分転換にもなろうが、逆|こノッテルときの
負出し等は面喰らう。しかし、相手にその感'|冑を
４しよういん８号(1985.1
－＝。'列えば、いくら安直な店からの買物でも、
店員さんとの話は品物に関することだけ。これが
ちょっとなじみになったからといって、－＝二言
と関係外の話になってしまうと、灰からは余り行
きたくなくなるものだ（最もお天気のこととか、
巷説位ならかまわないのだが)｡したがって利用者
|ご声をかけた後、何かのきっかけで関係外の話に
逸れたとしても、図|こ乗り長話をしないことであ
る。
きな賢女タイプの人２．旺盛なサービスを売り
もの|こする質実剛|建型で、－部の女'|生からアイド
ル視されている人３．楚々とした感じを醸し出
す小町娘的な人４．そして、ネワラで金魚のフ
ン的存在が私である。以上３強１番外の手綱さば
きを操る人が内剛外柔型の雲上人。この５人の係
員でどうにか利用者と応対している。
さて、カウンター最後の所に、入室者の荷物や
図書の持ち込みをチェックする場所があるだめ、
入館者にどうしても視線を浴びせなくてはならな
い。視線を向ける目的は、あくまで両手にある。
それにしても、顔を□ワに見せず目だけチラチラ
配るのは、なんとも具合の悪いものだ。そのよう
な目つきを受ける利用者も、さぞかし不愉'|央だろ
う。
そこで見るときは、首全体を使うことにしてい
る。つまり首をあたかも無段階調節のボリュウム
をＭｌＮからＭＡＸへスムーズに□すように、石か
ら左へ、ｏｒ左から右へと回転してチェックする
のである。そうして相手の両手をみだらそこでス
トップせず、そのまま流していく。最もこの場合
は、チェックに問題がない場合のみ（アイツは時
々首の体操をやっているソと思われないため、上
下には決して振らない)｡この方法により入室者は、
余り見られた感じを抱かないと思う。
I’ ）5.本屋さんのサービスに接して
図書館は利用者か少なくてもそれなりに運営が
できる。ところが本屋さんは、売れないとそのう
ち倒産へと追い込まれる。実にシビアである。そ
のうえ、図書館の利用者はほとんど学生と教職員
で占めるのに対し、木尾さんのお害は不特定多数
である。なにかあれば、当然本は□をきかないが
人は□をきく、このように図書館より多くのハン
ディを持ちながら、サービスに徹した姿勢を開店
から閉店まで、休みなく維持しなければならない。
私としては見習うべきものがある。
このような訳で、私はカウンター業務に疲れを
覚えると本屋さんへ出向くことにしている。欲し
い図書を探すばかりではなく、店員さんの応侍を
感じ取るだめである。一概に本屋さんと図書館を
比べるのはおかしいが、お宮と利用者にサービス
をI11j1かける態度は同じである。０ Ｉ ）４.声のかけ方
貸出し、レファレンスは利用者側から行動を起
されるが（つまり、係員の万か声をかけられ「ハ
イ」と応対する)、カバンや図書持ち込みの際のチ
ェックは100％係員|則から声をかけるのでこの点|こ
も神経を使う。利用者が学生の場合、つい後輩と
思いＯＢ（現在、図薑館員はほとんどＯＢである）
意識の□調で声をかけがちであるか、こちらはサ
ービスをＩＤ掛けているのであるから、そのような
ことはないようにしなければならない。
笑顔で声をかけるのはいいが、その後のことを
(’ '6最後に一言 ）
これまでに記したことは、業務の中では底辺|こ
属する事柄である。高度な知識、技術は何一つと
してない。しかし利用者を多くするのとサービス
をＩＤがけるにはどうしたらよいかを考え、とりあ
えず気|こなっていた点を洗い直したかったのだ。
あとは記したことをマニュアルとして業務に生か
すことである。
しよういん８号(1985.1）５
ゴわたしの研究生活第８□
私の資料収集法
文学部教授山本昌
生からいわゆる研究家までを含めていうのだが）
で、中にはある作家のきちんとした全集さえあれ
ば困らないという人もいるし、作家や詩人等の伝
記的な面の資料だけを収集し「古本」などには関
ｌＵを示さない人もあり、外国文学との比輌丹究か
ら外国文学に曰がむいている人もあるという具合
で、それほどテキストを重視しない人もおられる
のである｡それはそれで－つの立場なのだが、小生
の場合やはり研究は作家の作品をどう読みとるか
にあると考えているので、どうしてもその皇にな
るテキストを全て知らなければならないのだ｡それ
がどう薑かれどう託まれどう影響したかという問
題を知るためにもテキストそのもののあり様か課
題となってくるのである。現在全集類は昔とく
らべると大変良くなっており、作品の初出から決
定槁までのヴァリアントが詳細に附せられるよう
になったが、それでもその全集本で変化の具合を
たどるのはかなり煩雑なものであって、原稿から
決定塙が一目でわかるものは皆無である。全集が
それぞれのテキスト全てを載せたら膨大なものに
なってしまうだろうし、例えば鴎外全集など百巻
でも足りなくなるだろう。それを－人の作家、－
つの作品について原稿からは無理だとしても、初
出の雑誌（新聞）から単行本の全て、あるいは全
集にもあたってみるという作業を私は出来るかぎ
り行ないたいと考えているため、人様が考えられ
るように文庫本でもあれば|乍品論など出来るでは
ないかといわれてもそうはいかない｡乏しい財布の
中からついつい買い込んでしまうことになるわけ
「ジュピターをつかまえるチャンスは￣度しかな
い」ということわざがあるそうだが、本との関係
もそうしたものではないかと思われる。以前はそ
れほどでもなかったのだけれども、最近日本の近
代文学に関,いが高まる,こつれ、古本の売れ足が速
く「いい本だ」と思ったらすぐ財布の許す限り購
入しておかないと必ずといって良い程売れてしま
うのだ。近頃新刊本が売れないという話を貝閏す
るが、古本のしかも墓本的なテキストで廉価な
ものであれば､まず売れないことはない｡つい最近
私の住んでいる神奈,,,県の片隅の小さな本屋で詩
人蔵原,申＝郎の『全詩集』が柵にならんでおり、
＿度手,こ把ってそれほどLu,}要になることもないと
思い柵にもどし、しばらくして安いから買ってお
こうと戻ったら、学生風の若い人が既'こ脇にかか
えこんでいた。こうし厄後,,色の経験は、神田で毎
週ひらかれている古書展で数限りなくしている。
というのは「本」そのものが少ないために神田の
古本屋さんは開門と同時,こ会場になだ7､こみ（こ
れは大げさな比愉ではない、まさ'こ「なだれこむ」
感じなのだ)、目,訳しいものを一瞬にして彼の通っ
たあとは草一本残さないというジンギスカンなみ
に全てをさらってしまうのである。
---=＿好きだから集めるだけで￣
さて、そうしたきびしい(？)状況の中でなぜ
｢本｣をそうまでして集めるのかという事なのだが、
これは簡単に＝ってしまえば好みの相違、やや、
むずかしくいえば方法の違いという他はない。た
とえば近代Ｂ本文学の勉強を志ざす人（これは学
６しよういん８号(1985.1）
なのである。このやり方は大まかにいうと「書誌
的研究」ということになるのだが、これでやりな
さいともちろん他の人には強要するつもりはない
が、それが－つの「研究」なのだとおろかにも私
は信じ込んでいるのである。
－実物にあたる二との大切さ一
実物にあたるということが大切なこと|こついてこ
んなことがあった｡私の興味ある分野の例なのだが
初期の自然主義の時代、ドイツのハウプトマンガ
Ｂ本文学にかなり影響を与えたことは花袋の回想
などで周知なのだが、具体的にどうかというと
かならずしも判然とはしていない面があり、－
□にハウプトマンといってもこの時代の人はドイ
ツ語の原文を読んでいるわけではなく英訳のごや
っかいになっているわけで、それがどういうテキ
ストでどう読まれだかという点で、その英訳にあ
たって確かめられてはいなかった。ところが英
訳本を読んでみて私達が漠然と考えていたこと
が案外違っていたことが判るのである。ここで詳
しいことはさしひかえなければならないか、例え
ば語学的にしっかりしているという島Ill奇藤村が誤
読をしており、そそっかしいといわれる田山花袋
がハウブトマンのものをちゃんと読/Uでいるのだ。
こうしたことはハウプトマンばかりではなく、日
本の文壇に感化を与えたゾラ、フローベールなど
も日本の作家かどういう英訳本で読み、それにど
ういう影響を与えられているかを具体的な本にそ
くして考えなければならない。そういう作業をす
ることによって影響関係もはっきりするし、単な
る憶測ではない確固とした結果が得られるのであ
る。原物にあたることの必要、逆|こ原物にあたら
ない推測の恐ろしさを私は感じるのである。何と
しても実物に触れてみなければならないことにな
る。卒業論文、研究論文を含めてこの作業は欠か
せないとも思えるのである。
-----すべては図書館にある－－－－－
さて、改めていうまでもないが、「古本｣は全て
買わなければならぬことはないし、そんなことは
まず不可能である。手元に本がない場合、当然図
薑館のお世話になることになる。私などの場合ほ
とんど多くの図書館にたよっているのであって､購
入しえない資料はノートなりコピーするなりして用
を足すことになる｡その場合何といっても|更利なの
は蔵書目録をよく調べてみることである。本学の
図＝館を含めて重要な図書館では蔵書目録を刊行
しているから、まずそれを見て本の見当をつけて
おく万かよい。与えられた題目である｡｢私の資料
収集法｣の覺料収集の場合､私はどこの図書館にど
んな本があるかを－１ｍしらべそれで出掛けて行き
読むなりコピーするなりしているわけだ。無駄ば
ねをしないため|こもこうした調査をしておくのが
よい。そのだめの図書館であり、幸い本学の図書
館もめぼしい蔵書目録がそろっているのだから、
それを利用しないと損である。
「松のことは松に雪へ」という芭蕉の＝葉がある
が、本のことは図書館か専門の教師に尋ねよとい
うのが勉強の鉄則であろう。あとは自分の足で、
眼で努力することである。どんな収集家でも資料
を集めるには人一|吾の努力をしているようだ。資
料というものはおかしなものでそれを常に意識し
ていないと絶対といって良い程ころげ込んでは来
ないものである。逆に、ある書物のことが念頭
から離れない場合入手するか図書館で自にする
機会が多くなる。もとより限定版や少部数の刊行
物はこの限りではない。それは良くしたもので限
定版には普及版もあり、まだ特定の人|こしか読ま
れなかったものは実はそれほど偉れ左ものではな
いといって良いからである。
最近瘻刊された柳宗悦の『民芸四十年』(岩波文
庫)にバーナード･リーチの＝葉として日本人の知
的レベルが高いことをいい「Ｂ本の道員屋でよい
品物を見付けたら、即座に買う必要があるＪとい
う文句があった。ことは何も民芸品だけではない。
古本も同様といえそうである。
しよういん８岩(1985.1）７
目録カードは若干遅れるファッション｡ブレーク
当館では、年間に和洋あわせて約１万冊あまり
の図書を受入れしています。図書館業務の中で、
本を分類したり自録を作ったりする仕事を整理業
務と呼んでいますガマこの目録部門でコンピュー
タが使われていることをご存じですか。
コンピュータ入力が開始されたのは昭和54年４
月受入れの本からで、すでに５年以上が経過し、
数万件のデータが入力されています。皆さんが、
いつも利用している目録カードや年度ごとに発行
している冊子体の増加図書目録は、コンピュータ
で編集し打ち出したものなのです。
当館のやりかたは、データ用紙に入力事項を記
入して凸版E､刷に送り、目録カードや増加EZl書日
録を打ち出して送ってもらうという委託段階であ
るために、本はデータ用紙|こ記入された時点で書
架に立てられているのに対し、目録カードがカー
ドポッワスにファイルされるまでには、ある程度
(旱＜て２～３ケ月)の日数を要してしまっている
というのが現状です。
したがって、まだカードがファイルされていな
くても、本は既|こ薑架に並んでいるというものが
相当数ありますので、カードで見つからなくとも、
直接書庫の中に入って探してみてください。そう
すれば、あなたの探しているものがきっと見つか
り、図書館を今まで以上に活用できるのではない
でしょうか。（佐賀）
洋雑誌の受入をしていると、ＦＡＬＬ(フォール）
という語が、たまに見られます。本来は｢落ちる」
という意味ですが、そこから派生して恋におちる
とか、枯れ葉が落ちるところから秋という意味も
あり、雑誌にＦＡＬＬと、もし表示してあれば、発
行は「秋-,というわけです。
このＦＡＬＬシーズンというと、ファッションが
まず浮かびます。バリガモードの中ｌＵｌこなったの
は17世紀後半頃からで、マリー・アントワネット
のB寺代に至っては、その絢燗さは極まったようで
す。現代lこなってから、モードは選ばれた個人か
ら大衆へと、まだ、高価なオーダーのオートクチ
ュールから既製品のプレタボルテヘと、広がって
いきましだ。
バリのモード誌の中で、最も格調か高く豪華な
内容といわれるものに「□フィシェル」や「ファ
ム・シック」といった雑誌があり、バリ・コレク
ション（オートクチュールの舂三物は１月25日頃
～、秋冬物は７月25日頃～、プレタポルテの春夏
物は10月、秋冬物は４月）の写真などは、さぞか
し魅力的でしょうが、残念ながら当館では、服飾
誌は取っていません。
そこで相当妥協して､『ニューヨーク・タイムズ』
の日曜版についているカラー冊子のマガジンで、
お茶を濁してみるのも一興です。ニューヨークの
ファッションや広告等のグラビアを見て、ちょっ
とブレークしてみませんか。（山下）
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